
２
０
２
３
年
度
労
働
協
約

改
訂
及
び
労
働
条
件
改
善
に

関
す
る
要
求
（『
申
第
４
号
』
）

に
つ
い
て
の
団
体
交
渉
が
始

ま
り
ま
し
た
。
第
１
回
は
８

月

日
に
趣
旨
説
明
、
第
２

17
回
は

日
に
会
社
回
答
が
示

22

さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
議

論
と
な
る
第
３
回
以
降
の
要

点
は
次
の
通
り
で
す
。

第
３
回
団
交
（
８
月

日
）

24

会
社
は
労
働
組
合
か
ら
の

団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
憲
法
（
団

体
交
渉
権
）
や
労
働
組
合
法

に
則
り
、
団
体
交
渉
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
憲
法
・

法
令
を
守
る
気
は
サ
ラ
サ
ラ

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
上
部

機
関
の
大
会
等
へ
の
組
休
も

認
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

Ｊ
Ｒ
各
社
の
中
で
Ｊ
Ｒ
東
海

だ
け
な
の
で
す
。
因
み
に
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
の

要
求
を
出
し
て
は
い
ま
せ
ん

（
会
社
回
答
）
。
組
合
は
、「
世

間
常
識
が
通
用
し
な
い
前
近

代
的
な
労
使
関
係
だ
」
と
主

張
し
、
対
立
し
ま
し
た
。

組
合
掲
示
板
設
置
の
要
求

に
対
し
て
は
、
会
社
は
「
５

人
以
上
で
許
可
を
出
し
て
い

る
。
基
準
は
会
社
が
決
め
る
。

こ
の
間
の
労
使
の
慣
例
だ
」

と
、
一
切
譲
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
組
合
は
「
そ
ん
な
労
使

慣
行
は
一
切
無
い
。
５
人
と

す
る
根
拠
は
全
く
理
解
で
き

な
い
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し

た
が
、
対
立
し
ま
し
た
。

安
全
対
策
で
は
、
新
幹
線

乗
務
員
は
運
転
士
資
格
を
有

す
る
車
掌
を
含
め
３
名
と

し
、
在
来
線
で
は
ワ
ン
マ
ン

運
転
は
や
め
る
こ
と
を
強
く

要
求
し
ま
し
た
。
在
来
線
の

ワ
ン
マ
ン
運
転
に
つ
い
て

は
、
業
務
改
革
と
称
し
た
３

両
編
成
以
上
の
列
車
へ
の
導

入
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
は
「
駅
進
入
・
進
出
時

に
お
け
る
状
態
看
視
が
物
理

的
に
不
可
能
な
た
め
、
安
全

が
確
保
で
き
て
い
な
い
」
と

強
く
主
張
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
会
社
は
「
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
計
画
通
り
に
ワ
ン

マ
ン
を
進
め
る
」
と
回
答
し
、

対
立
し
ま
し
た
。
組
合
は
「
会

社
の
安
全
対
策
は
不
充
分

だ
」
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

第
４
回
団
交
（
８
月

日
）

28

特
殊
信
号
発
光
機
（
特
発
）

の
見
落
と
し
が
相
次
ぐ
中
、

組
合
は
、
警
音
等
で
乗
務
員

に
異
常
を
知
ら
せ
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
要
求
し
ま
し

た
。
特
発
見
落
と
し
の
背
後

要
因
と
し
て
、
長
時
間
乗
務

や
少
な
い
仮
眠
時
間
の
行
路

で
疲
労
困
憊
状
態
で
運
転
し

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
会
社
は
「
基
本
動
作
が

一
番
で
は
あ
る
が
ハ
ー
ド
面

も
考
え
る
」
と
見
解
を
示
し

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
対
策

は
明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
組
合
は
「
防
護
無
線
の

よ
う
な
警
音
が
有
効
だ
」
と

強
く
主
張
し
ま
し
た
。

「
省
令
に
基
づ
く
」
と
さ

れ
て
い
る
技
能
や
知
識
の
確

認
に
つ
い
て
、
組
合
は
「
毎

月
の
訓
練
で
の
確
認
は
一
体

何
な
の
か
。
Ｊ
Ｒ
他
社
で
は

こ
の
よ
う
な
試
験
は
行
っ
て

新
幹
線
関
西
地
本
は
８
月

日
、
摂
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

28ィ
プ
ラ
ザ
で
第

回
定
期
大

29

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
淵
上

委
員
長
、
畑
野
副
委
員
長
、

本
橋
書
記
長
、
山
内
総
務
部

長
、
松
山
組
織
部
長
、
地
本

Ｏ
Ｂ
会
工
藤
会
長
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

笹
田
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
年
休
裁
判
で
大
阪
地
裁
は
、

東
京
地
裁
の
判
決
と
は
真
逆

の
超
反
動
判
決
を
言
い
渡
し

た
。
大
阪
地
裁
の
反
動
判
決

は
、
法
の
解
釈
ま
で
も
歪
め
、

争
点
の
核
心
で
あ
る
年
休
権

す
ら
判
決
文
に
載
せ
な
い
と

い
う
前
代
未
聞
と
い
え
る
判

断
で
あ
り
、
何
か
大
き
な
力

が
働
き
、
巻
き
返
し
を
図
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
権
利

を
蔑
ろ
に
す
る
判
決
が
罷
り

通
る
世
の
中
、
労
働
者
の
権

利
が
ど
ん
ど
ん
奪
わ
れ
、
権

力
者
の
好
き
勝
手
に
で
き
る

世
の
中
と
な
れ
ば
、
戦
争
へ

の
入
り
口
に
な
る
。
私
た
ち

は
、
労
働
者
の
立
場
で
労
働

者
の
権
利
と
利
益
を
守
る
闘

い
を
大
切
に
し
、
諦
め
ず
声

を
上
げ
、
連
帯
の
和
を
広
め

て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
サ
ー
ビ
ッ

ク
で
団
体
交
渉
を
行
っ
た
。

４
月
か
ら
要
員
が
増
え
た
。

サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組
は
何
も
や

ら
な
い
」
「
年
休
裁
判
の
闘

い
で
、
現
状
変
革
と
組
織
拡

大
を
勝
ち
取
っ
た
。
空
白
裁

判
の
闘
い
な
ど
で
、
更
に
闘

い
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
せ

た
」
「
ス
ロ
ー
プ
の
改
善
に

つ
い
て
、
障
が
い
者
団
体
、

Ｊ
Ｒ
総
連
、
本
部
の
働
き
か

け
で
展
望
が
開
け
た
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

浦
谷
書
記
長
は
「
９
月
10

日
に
『
大
弾
圧
、
大
量
処
分

か
ら

年
！
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の

30

未
来
を
切
り
開
く
９
．

集
10

会
』
を
開
催
す
る
。
地
本
と

し
て
最
大
限
取
り
組
む
」
と
、

総
括
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

新
執
行
部
は
、
下
茂
執
行

委
員
、
渡
邊
執
行
委
員
、
細

田
特
執
、
山
本
特
執
、
三
田

特
執
が
副
委
員
長
に
就
任

し
、
柳
楽
副
委
員
長
、
前
田

副
委
員
長
、
西
執
行
委
員
、

王
丸
執
行
委
員
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
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2023年度協約改訂交渉が本格化
不誠実な会社回答を追及！

４
地
本
大
会
が
全
て
終
了

新
幹
線
関
西
地
本
第

回
定
期
大
会

29

い
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た

が
、
会
社
は
「
省
令
に
基
づ

く
も
の
だ
。
乗
務
員
と
し
て

必
要
な
知
識
を
確
認
す
る
も

の
だ
」
の
一
点
張
り
で
し
た
。

全
職
場
で
の
前
月

日
ま

10

で
の
休
日
予
定
公
表
と
い
う

要
求
に
対
し
、
組
合
は
「
必

要
な
要
員
が
い
な
い
か
ら
10

日
に
休
日
予
定
が
発
表
で
き

な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

会
社
は
、
要
員
不
足
を
全
く

認
め
ず
、
対
立
し
ま
し
た
。

年
休
に
つ
い
て
、
組
合
は

労
基
法
第

条
に
よ
り
労
働

39

者
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
念
頭
に
議
論
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
会
社
は

「
時
季
指
定
（
年
休
申
し
込

み
）
は
仮
の
申
し
込
み
だ
。

日
に
就
労
義
務
の
有
無
が

25発
生
す
る
」
と
し
、
対
立
し

ま
し
た
。
組
合
は
「
労
働
者

（
社
員
）
が
時
季
指
定
を
行

使
し
た
日
は
い
つ
な
の
か
」

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
会
社

は
「

日
で
あ
る
」
と
回
答

25

し
た
た
め
、
「
そ
れ
は
お
か

し
い
。
年
休
申
込
日
が
時
季

指
定
を
行
使
し
た
日
で
あ

る
」
と
反
論
し
ま
し
た
。
ま

た
、
会
社
は
「
事
業
の
特
性

上
、
時
季
変
更
権
の
行
使
は

５
日
前
だ
」
と
、
労
基
法
の

趣
旨
を
歪
め
た
回
答
を
行

い
、
対
立
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
年
休
が
失
効
す

る
事
態
な
ど
は
、
要
員
が
不

足
し
て
い
る
証
左
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
適
正
な
要
員
配
置

を
強
く
主
張
し
ま
し
た
が
、

会
社
は
「
適
正
要
員
は
確
保

し
て
い
る
」
の
一
点
張
り
で
、

全
て
に
お
い
て
対
立
し
ま
し

た
。



本
部
と
Ｊ
Ｒ
総
連
は
８
月

１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
お
け
る

お
体
の
不
自
由
な
お
客
様
等

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、

横
澤
た
か
の
り
参
議
院
議
員

（
立
憲
民
主
党
・
岩
手
）
と

意
見
交
換
を
行
い
、
現
実
と

問
題
点
を
訴
え
る
「
要
請
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東

海
労
か
ら
畑
野
副
委
員
長
、

本
橋
書
記
長
、
新
幹
線
関
西

地
本
浦
谷
書
記
長
、
関
西
地

区
分
会
三
田
分
会
長
が
参
加

し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
小
林
政

治
・
政
策
部
長
、
伊
藤
広
報

部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

横
澤
議
員
は
不
慮
の
事
故

に
よ
り
車
い
す
で
の
生
活
を

送
っ
て
お
り
、
お
体
の
不
自

由
な
お
客
様
の
思
い
や
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
際

の
不
便
さ
等
に
つ
い
て
感
じ

て
お
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
職
場
で
発
生
し
て
い

る
様
々
な
問
題
点
を
４
点
に

ま
と
め
要
請
を
行
な
い
、
改

善
に
向
け
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
、
①
お
体
の

不
自
由
な
お
客
様
に
対
す
る

乗
車
券
の
発
売
等
に
つ
い

て
、
②
駅
の
無
人
化
や
社
員

の
減
少
に
よ
る
影
響
に
関
し

て
、
③
ホ
ー
ム
と
電
車
の
段

差
や
隙
間
を
埋
め
る
ス
ロ
ー

プ
の
危
険
性
、
④
誰
も
が
安

全
で
快
適
な
鉄
道
を
利
用
で

き
る
た
め
の
設
備
改
善
に
つ

い
て
、
の
４
点
で
す
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
、
来
年
春
頃
を

目
指
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、

身
体
障
害
者
割
引
、
知
的
障

害
割
引
が
適
用
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ

線
の
乗
車
券
を
申
し
込
め
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
こ
の
間
、

新
幹
線
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
身
体
障
害
者
割

引
の
適
用
が
で
き
る
よ
う
会

社
に
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た

が
、
「
係
員
が
身
体
障
害
者

手
帳
等
の
本
通
を
拝
見
し
、

本
人
確
認
を
厳
正
に
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
」
「
『
エ
ク
ス

プ
レ
ス
予
約
』
で
は
本
人
確

認
が
で
き
な
い
」
な
ど
を
理

由
に
、
駅
の
窓
口
で
購
入
す

る
と
し
、
改
善
す
る
姿
勢
は

静
岡
・
名
古
屋
の
両
地
本

は
８
月

日
、
牧
野
コ
ミ
ュ

19

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
安
全

を
脅
か
す
業
務
改
革
に
抗
す

る
８
．

Ｊ
Ｒ
東
海
労
静
岡

19

地
本
・
名
古
屋
地
本
合
同
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

議
に
は
、
両
地
本
３
役
、
業

務
担
当
者
を
は
じ
め
、
本
部

斉
藤
副
委
員
長
と
松
山
組
織

部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
社
は
昨
年

月
、
「
業

10

務
改
革
」
を
労
働
組
合
に
一

切
説
明
せ
ず
プ
レ
ス
発
表
し

ま
し
た
。
在
来
線
で
は
、
３

両
編
成
以
上
の
ワ
ン
マ
ン
列

車
の
拡
大
が
計
画
さ
れ
て
い

Ｊ
Ｒ
総
連
静
岡
県
協
議
会

の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
８
月

～

日
、
西
湖
で
開
催
さ

16

17

れ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
静
岡
地
本

の
仲
間
が
準
備
を
行
い
ま
し

た
。
前
日
深
夜
に
台
風
７
号

が
通
過
、
キ
ャ
ン
プ
当
日
も

太
平
洋
側
は
激
し
い
雨
が
降

り
、
新
幹
線
や
東
海
道
線
が

運
転
見
合
わ
せ
と
な
り
ま
し

た
が
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
で

現
地
に
集
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
西
湖
で
は
、
雨
は
降

ら
ず
、
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。沼

津
市
議
会
平
野
け
ん
議

員
や
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
の
仲

間
も
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
、

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
東
海

地
協
細
川
議
長
、
Ｊ
Ｒ
東
海

労
淵
上
委
員
長
よ
り
高
級
ワ

イ
ン
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、

七
厘
炭
火
焼
き
の
ホ
ル
モ
ン

や
牛
肉
、
沼
津
港
で
上
が
っ

た
魚
な
ど
を
つ
ま
み
に
、
美

酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。

（２）第４７４号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２３年（令和５年）９月１日

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
お
身
体

の
不
自
由
な
お
客
様
は
乗
車

日
よ
り
前
に
駅
に
出
向
い
て

乗
車
券
等
を
購
入
す
る
こ
と

が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
部
は
８
月
３
日
、
新
幹

線
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
身
体
障
害
者
割
引
の

適
用
に
関
す
る
申
し
入
れ

（
『
申
第
３
号
』
）
を
提
出
し
、

団
体
交
渉
の
開
催
を
要
求
し

ま
し
た
。

要
求
の
趣
旨
は
、
以
下
の

通
り
で
す
。

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
情
報
や
療
育
手
帳
情

報
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
い
る
が
、
会
社
の
見
解

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

②
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線

の
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス

「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
予
約
」
及

び
「
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
」
で
身

体
障
害
者
割
引
が
適
用
で
き

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に

改
修
す
る
こ
と
。

③
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
予
約
」

及
び
「
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
」
で

身
体
障
害
者
割
引
が
適
用
で

き
な
い
理
由
、
根
拠
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

④
会
社
が
営
業
施
策
の
強

化
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
東

海
道
新
幹
線
の
ネ
ッ
ト
予
約

を
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

む
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
お
体
の
不
自
由
な
お

客
様
を
考
慮
し
て
い
る
の
か

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑤
在
来
線
で
も
身
体
障
害

者
割
引
が
適
用
で
き
る
よ

う
、
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
改

修
す
る
こ
と
。

安
全
を
脅
か
す
業
務
改
革
に
抗
し
て
闘
う
！

静
岡
・
名
古
屋
地
本
が
合
同
会
議

台
風
を
吹
き
飛
ば
せ
！

静
岡
県
協
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

９
月

日
に
開
廷
さ
れ
る

15

淵
上
地
位
確
認
（
運
輸
所
復

帰
）
裁
判
第
７
回
口
頭
弁
論

（
証
人
尋
問
）
で
、
原
告
の

淵
上
委
員
長
と
会
社
と
の
窓

口
で
あ
る
斉
藤
副
委
員
長
が

証
人
に
立
ち
ま
す
。

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
闘
い

を
つ
く
り
出
す
た
め
に
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

座
長
に
静
岡
地
本
山
本
書

記
長
を
選
出
し
、
静
岡
地
本

半
場
委
員
長
と
本
部
斎
藤
副

委
員
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

名
古
屋
地
本
御
辺
書
記
長

は
、
会
社
発
表
か
ら
内
容
と

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
想
定
さ

れ
る
職
場
で
の
問
題
点
や
、

反
対
の
闘
い
に
つ
い
て
基
調

提
起
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

月
１
日
に
開
廷

11

さ
れ
る
本
橋
強
制
出
向
差
止

裁
判
第
６
回
口
頭
弁
論
で
、

原
告
の
本
橋
書
記
長
が
証
人

に
立
ち
ま
す
。
し
か
し
裁
判

所
は
、
斉
藤
副
委
員
長
の
証

人
に
つ
い
て
不
当
に
も
却
下

議
論
で
は
、
「
ダ
イ
ヤ
改

正
後
に
仕
事
量
が
増
加
し
、

乗
務
員
の
仕
事
が
き
つ
く
な

り
疲
弊
度
が
増
し
た
結
果
、

事
故
が
増
え
て
い
る
」
「
以

前
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
社
員
が
や
っ
て

い
た
仕
事
を
乗
務
員
が
や
る

こ
と
に
な
り
仕
事
量
が
増
加

し
て
い
る
」
「
夜
間
の
汚
物

処
理
の
対
応
を
乗
務
員
が
す

る
こ
と
に
な
り
、
睡
眠
時
間

が
大
幅
に
減
っ
た
」
「
車
内

点
検
を
乗
務
員
が
や
っ
て
い

し
ま
し
た
。
第
５
回
口
頭
弁

論
前
日
の
８
月

日
、
被
告

17

会
社
は
斉
藤
副
委
員
長
を
採

用
し
な
い
よ
う
、
裁
判
所
に

「
意
見
書
」
な
る
書
面
を
提

出
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
現
在
、
証
人
に
立
つ
３

名
を
支
え
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
被
告
側
の
証
人
は
、

当
時
の
新
幹
線
鉄
道
事
業
本

部
柴
田
人
事
課
長
（
現
新
横

浜
駅
長
）
で
す
。

る
が
、
ゴ
ミ
が
散
乱
し
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
な
っ
て
い
る
」

「
こ
れ
以
上
の
ワ
ン
マ
ン
の

拡
大
は
安
全
上
に
お
い
て
不

安
を
感
じ
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

御
辺
書
記
長
は
、
「
反
対

の
闘
い
と
し
て
、
情
報
交
換

と
お
互
い
に
適
時
の
申
し
入

れ
や
教
宣
活
動
な
ど
、
具
体

的
に
運
動
を
進
め
て
い
こ

う
」
と
ま
と
め
、
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

お
体
の
不
自
由
な
お
客
様
に
や
さ
し
い
鉄
道
を
！

横
澤
議
員
と
の
意
見
交
換
開
催
！

会
社
に
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
の
要
求
提
出

淵
上
裁
判
・
本
橋
裁
判

証
人
尋
問
決
ま
る
！


